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大規模な離散最適化問題の解法アルゴリズム  
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代理制約双対川題は次のように定義できる。  

［pSD］：min（vOPT［pS（u）】：u∈UI   

ここでt′OPT【．］は問題［．］の最適な日的関数値  

1．代理制約双対問題  

次の離散最適化I甘題を考える。．  

〃  

【PO］：MaximizefO（X）＝∑  
J＝1   

／l  

Suqectto gjO（X）＝∑g；L（xL）叫O  
i＝1   

∫‘∈〟‘‘’ わrノ＝1，‥．，〝‡，わrJ＝1，…，Jl，  

ここで   
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ノ＝l，…，m   

を仮定する。  

・般に、規模の人きな離散最適化問題の最適解を  

求めるアルゴリズムは、指数関数的なオーダーの  

計算ぷこを必安し計鈴木能となる場合が多い。   

そこで制約条件を緩めた緩和I廿題として代理双  

対問題を考える。  

問題［P‘’］の叔対問題は   

［pS（u）］：MaximizefO（X）  

Su句ecttougO（X）≦ubO，  

X∈KO，   

ここで  

u＝（叫，！J2，‥．，〟椚）∈尺別，  

g（－（X）＝（gア（X），g；）（X）」‥g㌣（X））′  

b‘’＝呵’，研，…砿）‘  

KO＝（x：・l‘∫∈埠’わr∫＝1，2，…′症  

かつU＝（u  
〝l  

∈R椚：∑〟ノ＝1，u  
ノ＝1   

代理双対問題の最適解をxSD、最適な代理乗数  

をとu■とする。最適解xSDは、多くの場合、代理  

双対ギャップ（surrogate duality gap）の範剛こ  

含まれる。すなわちこのギャップは、半間題の制  

約条件において実行不可能解となる領域のことで  

ある。  

2．標的問題   

半間題の最適解を求めるために、uキを使って  

xSDの近辺の解を列挙する。このために、次の標  

的問題を考える。  

【PT（fT，u＊b）］：Enumeratea］lsolutionsx  

hittingatarget fO（X）≧fT  

su叫ecttou＋go（X）≦u’bT，  

X∈Kn，  

標的値／Tは、／0（XNじar）≦．／－T≦．′0（XSじ）の範岡  

で決める。ここで、XNじar は他の近似解法で求めた  

最適解である。この標的問題を用いて、大規模な  

離散最適化問題のより良い近似解を求めるための  

解法アルゴリズムを提案する。  

3．計算機実験   

Sinha and Zoltners（1979）によって与えられて  

いる以下のグループの問題等について計算機実験  

を行った。  
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アルゴリズム  ・Groupl：   

0≦fiO（k）＜ち0（k＋1）≦吋’  

（k＝1，2，‥．，kf），i＝1，2，…，n），   

0≦g；ミ（k）＜g：ミ（k＋1）≦吋’  

（k＝1，2，…，kf），i＝1，2，…，n，j＝1，2．．．．，m），   

fi’）（k），g：ミ（k）areallinteger，and  

b：）＝L！妄（gW・gH（ki）） 

G「0UP2：   

」  

0≦ち0（k）＜ff）（k⊥l）≦256kて）   

（k＝1，2，．”，kf），i＝1，2．．．．，n），   

0≦gミミ（k）＜g崇（k＋1）≦25吋’  

（k＝1．2，．．．．kf），i＝1，2，．．．，n，j＝1，2，‥．，m），  

lO（k），g：ミ（k）areallinteger，and  

b；）＝牌g帥汗g両  
問題サイズ（〝‡×〃×たf））が  

2×250×20．2×500×20，2×1000×20，  

3×250×20，3×500×20，3×1000×20  

等の計算結果について報告する。  
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